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ATLASブイ
Autonomous　Temperature　Line　Acquisition　System

　外洋域の海上気象，海洋上層の水温をリアルタイム

で取得する表面係留ブイシステムである．米国大気海

洋庁（NOAA）の太平洋海洋環境研究所（PMEL）が

1984年から熱帯太平洋域に展開を開始した．これは

ENSOに関わる，海洋と大気の季節変動から経年変動

を太平洋規模でかつリアルタイムでモニターすること

を目的にしている．

　ATLASブイ（Hayes61畝，1993）は，水深6000m

ぐらいまでの海域で約1年間の計測を可能としてい

る．表面ブイはトロイド型（ドーナツ型）で直径2．3m

である．700mまでは被覆ワイヤーが用いられ，それ

にサーミスタチェーンが500mまで沿わせられ取り

付けられている．

　現在（1994年10月），ATLASブイは61基設置され，

4基の流速計ブイ（McPhaden，1993）と合わせて65基

がTOGA　TAO　Array　（Tropical　Ocean　Global

Atmosphere／Tropical　Atmosphere　Array）として，

展開されている（住，1995）．ブイ配列は95。Wから137。E

にかけて，経度幅で10。～15。，南北には0。，2。，5。，8。

の緯度に置かれている．

　ATLASブイは，海上気象センサーとして，風速計

（海面上3．8m），温度計，湿度計を基本とし，これに日

射計，雨量計等がオプションとして取り付けられる．

海面水温は，ブイ下部の1mのところで，それより下

では25，50，75，100，125，150，200，250，300，500m（東

太平洋では水温躍層が浅いので20，40160，80，100，120，

140，180，300，500mに設定される）で，サーミスタ

チェーンにより計測される．また300，500mには深度

計がつけられセンサー深度が補正される．水中部のオ

プションとして，西太平洋では内蔵型CTDが付加さ

れることがある．

　データのサンプリングについては，例えば海上風

データは，毎時3分前から3分後にかけて2Hzで計

測され，6分間のベクトル平均値が毎時のデータとさ

れる．水温などのスカラー量は通常10分毎で計測され
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る．これらのデータは，ARGOSシステムにより

NOAAの極軌道衛星を通じてリアルタイムで送信さ

れるとともにバックアップとしてブイのデータロガー

に内蔵される．リアルタイムでは，ARGOSは1日平

均2回（1回約4時問）の送信可能な時間枠があり，

この送信直前の1時間平均値と，1日平均値が送られ

る．

　これらのデータはGTSにより世界中に配信され研

究に利用されるとともに数値予報モデルに利用されて

いる．また，現在では，表示用のソフトウェアがイン

ターネットを通じて配布され，リアルタイムでデータ

を見れるようになっており，研究室に居ながらにして

熱帯太平洋全域の風や水温の変化を知るができる．ま

たインターネットのソフトウェアMosaicでも主要な

表示が得られるように整備されている．ブイが回収さ

れた後は，センサーの更正が行われ，設置前の更正デー

タとも合わせ，最終的なデータの品質管理が行われ

データベースに入れられている．

　TAOブイデータは，ENSOのモニターや，海洋と

大気の相互作用に関する素過程研究の進展を促した．

その他，現在では，U．S．National　Meteorological

CenterやEuropean　Center　for　Medium　Range

Weatler　Forecosting等で海洋及び大気数値予報モデ

ルに利用され，予報能力の向上に寄与している．また，

人工衛星から得られるSST，海上風，海面高度のデー

タの評価，更正に利用されている．ATLASブイシス

テムはTOGA計画の中でその有効性が認められた．

しかし，太平洋のネットワークがほぽ完成してからま

た数年しかデータをとっておらず，ENSO研究や10年

スケールの海洋気候変動を調べるには，より長いデー

タセットを得ることが要求されている．ATLASブイ

システムはTOGA計画終了後も継続されることに

なっている．

　現在，日本を始めとし，フランス，台湾，韓国，ド

ィツ等がATLASブィの展開，維持に協力している．

PMELは特に西太平洋におけるシップタイムの不足

とブイ故障の頻度が高いζとに悩まされており，この．

1995年3月 31



170 ATLASブイ

TAO　Arrayを継続させていくためにはまさに国際的

な協力が不可欠となっている．
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